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弘前市シティプロモーション推進方針（平成２４年 ８月 ６日市長決定） 

１３ 



１ 

  弘前市の実行計画である「弘前市アクションプラン２０１２」 (平成２４年３月２１日改訂)において、「約束２－（２）ひろさき農業・

産業おこしに取り組みます。【観光振興】」の個別施策として、「弘前シティプロモーション推進事業（都市の魅力度向上活動）」を

追加しました。 

  １ 策定趣旨  

  弘前市アクションプラン２０１２（抜粋） 
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○ 全国的な人口減少・少子高齢化の傾向の中、当市も２０３５年には人口１４万人と推算  

○ 厳しい経済・雇用情勢が続き、今後の大幅な回復は望めない 

○ 笑顔あふれる持続的な市の発展のため  

○ 弘前城築城４００年祭や弘前産農産物緊急消費拡大戦略事業などの展開による効果として、弘前市の全国的な認知度が 

  向上  

定住人口の確保や交流人口の拡大を図る必要がある 

  この施策を追加した背景としては、次の様なことが挙げられます。 

都市のブランドイメージの確立や魅力度のアップを図り厳しい都市間競争に勝ち抜く必要がある 

市民が自らが暮らすまちの価値を再発見し誇りをもつ必要がある  

これらの事業の成果を一過性で終わらせることなく、全庁的な取り組みにより、より戦略的に推進する必要がある 

  弘前市には、日本一を誇る、さくらやりんごを始め、白神山地や岩木山を代表する自然資源、築城４００年の時を経た弘前 

城などの歴史・文化資源など様々な魅力資源があります。さらには、先進的な市政運営など、こうした弘前ならではの個別の 

魅力資源を組み合わせて相乗効果を生む関係を築き、全庁的な推進体制での展開を図るための方針として、「弘前市シティ 

プロモーション推進方針」を定めます。 

  なお、この推進方針は、毎年度その取り組みの成果を評価し、絶えず戦略を柔軟に見直していきます。 

  まちの魅力を磨きあげ、まちが持つ様々な地域資源を外に向けてアピールすることをいい、自らのまちの認知度

や好感度を上げ、地域そのものを効果的に全国に売り込みをする活動をいいます。   

   この活動は、近年各都市で戦略的に行われており「シティセールス」などとも呼ばれています。 

 

シティプロモーションとは 
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（１） 弘前市シティプロモーションの目的 

  弘前の魅力を創り出し、それを国内外に情報発信し、都市ブランド力・都市イメージ・認知度の向上を図ることで、交流

人口を拡大させ、観光産業の充実など、新たな活力の創出に結びつけていきます。そしてこのような力を農業や商工業

を含めた産業全体へ波及させることにより雇用やビジネスチャンスにつなげていくことを目的とします。 

  また、自慢できる弘前の魅力資源を再発見することで、郷土に誇りと愛着を持ち、まちづくりに積極的に関わる市民の

増大を図り、弘前市の持続的な発展により「子ども達の笑顔あふれる弘前づくり」を目指します。 

（２） 推進の基本方向 

② 戦略的な情報発信 

③ 推進体制の構築 

① 都市イメージ・認知度の向上 

シティプロモーションを推進するにあたり、次の視点を踏まえて取り組んでいきます。 

 ２ 弘前市シティプロモーションの展開 
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「いいかも!! 弘前」 

 弘前と言えばまず「桜」が思い浮かび、さらには「りんご」「ねぷた」などがイメージされます。 

        でも、実は弘前は歴史と文化にあふれる様々な魅力があるまちです。 

           自信をもっておすすめできる魅力がたくさんあるということを、                         

            控えめに、さりげなく「いいかも」という言葉で表現します。 

  弘前にはこんないいこと、あんないいところ、こんなおいしいものが、きっといっぱいあります。 

              

① キャッチコピー 

（３） キャッチコピー、ロゴマーク及びマスコットキャラクターの活用 

 シティプロモーションのイメージ戦略として、次のキャッチコピー、ロゴマーク及びマスコットキャラクターの活用・展開

を図ります。 

 



  平成２１年１１月に「弘前城４００年祭マスコットキャラクター」として誕生

した「たか丸くん」ですが、平成２４年１月には、新たに弘前市のマスコット

キャラクターとして任命を受けました。 

  この「たか丸くん」をシティプロモーション事業の推進にも有効活用して

いきます。 

  

５ 

 メイン 

  「よくできました」ハンコのようなロゴマークにし、

弘前の自慢のものを「よくできました」ハンコを押

すように「いいかも」ハンコを押して紹介、興味喚

起します。 

  またポスター等に弘前の場所を知ってもらうた

めの地図的なロゴも副次的に活用していきます。 

  サ ブ 
② ロゴマーク 

③ マスコットキャラクター 

たか丸くん 
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③  情報発信にあたっては、キャッチコピー、ロゴマーク及びマスコットキャラクターを活用し、統一イメージによるシ  

  ティ プロモーションを展開します。 

④  (仮称) 弘前市ＰＲ応援サポーターを募集し、市内外の弘前ファンと一体となって「（仮称）いいかも!!  弘前情報 

  チラシ作戦」の実施や口コミなどによる情報発信を行います。 

⑤  弘前の持っている様々な地域資源を生かし、インバウンド事業、弘前りんご博覧会などの新規事業に取り組み 

  ます。 

（４） 重点取組事項 

①  市長をトップに職員一人ひとりが、弘前のセールスマンとして、あらゆる機会を利用して、国内外に向けてトップ  

  セールスや先進的な市政運営の紹介など、シティプロモーションを意識した取り組みを行います。また、在東京チ 

  ームとの連携を強化し首都圏メディアへの売り込みを推進します。 

②  全国メディアへのプレスリリースやホームページ・フェイスブック・ツイッターを活用した情報発信により雑誌・テレビ 

  等へのメディア露出を促進するとともに、その掲載情報を市民と共有することで、郷土愛や誇りを醸成します。 

  今年度は、弘前市シティプロモーション推進の初年度として、以下の事業について重点的に取り組んでいきます。 



  本方針のもとシティプロモーションを展開し、その成果を示す数値目標を次のとおり設定します。 

◎地域ブランド調査   魅力度ランキング       ３６位    →     ３０位 

  ２０１１年 ２０１３年 

  認知度ランキング      １３３位    →    １００位 

  観光意欲度ランキング    ３３位    →     ３０位 

◎市民評価アンケート（Ｈ２５新規設定）  愛着度            ―            ７０％ 

 

 

 ３ 数値目標  

  （H２３）   （H２５） 

※「地域ブランド調査」は、株式会社ブランド総合研究所が実施している、国内１，０００の市区町村の地域ブランドに 

  関するランキング調査。また、市民評価アンケートは、弘前市による市民を対象とした独自調査。 

７ 
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 『地域ブランド調査２０１１ハンドブック』 （株式会社ブランド総合研究所）より抜粋 

 

※参考  地域ブランド調査２０１１ 魅力度 市区町村ランキング（１～５０位） 

 順位 順位（10年） 市区町村 都道府県 点 点（１０年） 差

1 1 札幌市 北海道 57.0 57.0 0.0

2 2 函館市 北海道 56.7 55.5 1.2

3 3 京都市 京都府 54.9 52.2 2.7

4 4 横浜市 神奈川県 51.7 49.6 2.1

5 6 神戸市 兵庫県 50.1 46.4 3.7

6 8 富良野市 北海道 48.3 44.0 4.3

7 7 鎌倉市 神奈川県 47.8 44.5 3.3

8 5 小樽市 北海道 47.3 47.3 0.0

9 9 金沢市 石川県 40.7 38.6 2.1

10 17 奈良市 奈良県 39.2 34.1 5.1

11 15 石垣市 沖縄県 38.5 35.3 3.2

12 11 屋久島町 鹿児島県 37.8 37.8 0.0

13 12 那覇市 沖縄県 36.1 37.1 -1.0

14 13 軽井沢町 長野県 35.6 36.2 -0.6

15 16 沖縄市 沖縄県 35.5 34.9 0.6

16 10 長崎市 長崎県 34.7 38.3 -3.6

16 23 日光市 栃木県 34.7 30.8 3.9

18 14 仙台市 宮城県 33.4 35.5 -2.1

18 20 福岡市 福岡県 33.4 32.1 1.3

18 18 別府市 大分県 33.4 33.6 -0.2

21 27 旭川市 北海道 32.9 29.3 3.6

21 22 倉敷市 岡山県 32.9 31.6 1.3

23 28 熱海市 静岡県 32.7 28.6 4.1

24 25 伊豆市 静岡県 32.5 29.8 2.7

25 21 名古屋市 愛知県 32.3 31.9 0.4

順位 順位（10年） 市区町村 都道府県 点 点（１０年） 差

26 19 箱根町 神奈川県 32.0 32.7 -0.7

27 29 宮古島市 沖縄県 30.7 28.4 2.3

28 41 出雲市 島根県 29.8 25.2 4.6

28 26 渋谷区 東京都 29.8 29.5 0.3

30 33 横須賀市 神奈川県 29.5 26.3 3.2

31 32 大阪市 大阪府 29.2 26.4 2.8

32 48 帯広市 北海道 28.7 23.5 5.2

33 33 釧路市 北海道 28.5 26.3 2.2

34 30 新宿区 東京都 28.4 28.3 0.1

35 36 伊勢市 三重県 27.6 26.0 1.6

36 53 尾道市 広島県 27.5 22.7 4.8

36 82 弘前市 青森県 27.5 19.0 8.5

38 51 宇治市 京都府 27.2 23.1 4.1

39 87 米沢市 山形県 27.0 18.5 8.5

40 38 港区 東京都 26.6 25.7 0.9

41 24 浦安市 千葉県 26.4 30.2 -3.8

42 52 芦屋市 兵庫県 26.2 23.0 3.2

42 40 姫路市 兵庫県 26.2 25.5 0.7

44 42 登別市 北海道 25.9 24.9 1.0

45 42 茅ヶ崎市 神奈川県 25.8 24.9 0.9

46 38 萩市 山口県 25.7 25.7 0.0

47 48 与那国町 沖縄県 25.4 23.5 1.9

48 74 四万十町 高知県 25.3 19.7 5.6

49 158 平泉町 岩手県 25.2 14.1 11.1

49 47 松本市 長野県 25.2 23.9 1.3
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（１） 都市イメージ・認知度の向上 

○ イメージのブラッシュアップ 

○ 市の優位性の明確化 

推進の方向性 

～弘前市の魅力のブランド化～ 

～弘前市の持っている魅力の発掘～ 

笑顔と魅力あふれるまち弘前 

 
 

シティプロモーション・まちづくり 

イメージアップ 認知度アップ 

都市ブランド化 

情報交流増加 

交流人口増加 

魅力・資源 

魅力・資源 

  シティプロモーション推進の基本方向を受けて具体的な実施事業計画を示します。 

「推進事業」： 総合的にシティプロモーションを推進するポイント事業。 

「主要連携事業」： 各部局による個別事業であるが、シティプロモーションの視点を意識した連携が図れるもの。 

 ４ 実施事業計画  



１０ 

・推進事業 

・主要連携事業 

「弘前」情報発信コンテンツ制作・活用事業（新） （仮称）魅力ブランド発見セミナー開催（新）

ふるさとおもてなし案内人育成事業 マスコットキャラクターたか丸くん活用事業

地域ブランド推進事業 弘前まるごと体感事業

りんご輸出促進事業 弘前市・台南市果物交流事業

りんご花まつり事業 オリジナル郷土グルメ創出事業（新）

「若者力」を活かした商店街パワーアップ支援事業 ひろさき卍フェスティバル開催

よさこい津軽開催 古都ひろさき花火の集い開催

全国高等学校ファッションデザイン選手権大会開催 津軽の食と産業まつり

物産と観光展開催 街歩き観光推進

弘前りんご博覧会（新） 冬を彩る光のまちづくり事業（新）

四大まつり The津軽三味線事業

趣のある建物散策ガイドマップ作成 弘前城薪能

博物館企画展・特別企画展 郷土文学館企画展・スポット企画展

弘前白神アップルマラソン



○ ターゲットに応じた情報発信 

○ パブリシティの活用 

ﾃﾚﾋﾞ・ﾗｼﾞｵ 

ﾎｰﾑ 
ﾍﾟｰｼﾞ 

ブログ 

新聞・雑誌 

情 報 

（２） 戦略的な情報発信 

ﾌｪｲｽﾌﾞｯｸ 

ﾂｲｯﾀｰ 

マス パーソナル 

推進の方向性 

～プレスリリースサイトの活用～ 

～マスからパーソナルまで 

各メディアをターゲットに合わせて活用～ 

１１ 

・推進事業 

シティプロモーション専用ホームページ（フェイスブック・
ツイッター含）開設事業（新）

全国メディア向けプレスリリース（新）

（仮称）いいかも!!　弘前情報チラシ作戦 HIROSAKIシティプロモーションコーナー設置（新）

全国コミュニティFMネットワーク活用事業（新）



・主要連携事業 

１２ 

弘前産りんご消費宣伝強化事業 弘前産りんご消費拡大宣伝事業

弘前産米トップセールス事業 観光キャンペーン推進事業

広域連携観光キャンペーン事業 はこだてクリスマスファンタジー「ひろさきナイト」開催

インバウンドプロモーション事業 韓国ドラマロケ誘致事業（新）

弘前フィルムコミッション推進事業



（３） 推進体制の構築 

○ 庁内組織の連携強化 

○ 民間企業・団体・市民との連携 

～ひろさき魅力発信ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑの設置～ 

～情報共有と事業連携についての協議～ 

推進の方向性 

全職員 

ﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑ 

在東京
チーム 

行政 

企業 

市民 

大学 

各種
団体 

連携 

庁  内 

１３ 

・推進事業 

・主要連携事業 

ひろさき魅力発信プロジェクトチーム設置（新） （仮称）弘前市ＰＲ応援サポーター設置（新）

在東京チーム設置

ひろさき仕事おこし応援隊 ふるさと大使

津軽ひろさき応援隊




